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調査日　群馬県森林組合連合会共販所　5月7日

　この所昼間は３０℃を超える”暑い”日が増えてきた。山の木々も緑が濃くなって来てアッという間に

新緑の季節が過ぎようとしている。

　こうなると　スギやヒノキなどの林産対象の木々も水を揚げ始める。

買い方はもう伐採の季節ではない事を承知していて、「これからの木はすぐに使う分だけ買う」と言う

買い方に変わって行く。

　もっとも”買い控え”と言っても県森連の市にはそもそも出荷が少ない。　買い控えをするまでもない

状態である。　それでいて丸太を搬出するトラックは、仕事をこなしきれない状況だと言う。

２０２４年以降、今まで出来ていた様々な事が違反行為とされる中で、運搬量×走行距離の歩合制の

トラック業界は立ち行かなくなりつつある。　採算を採ろうとすれば新法に違反する事になり、この場合の

罰則はドライバー個人に問われるのが普通である。　責任はあくまでも、荷を積んで実際に走った

ドライバー個人に問われるのである。　会社の存続を図るために、個人の免許証を掛けて走らなければ

ならない。仮に”ドライバーは会社の指示に従っただけ”と言って会社に処分が来ても　

会社の処分は”労働基準法違反”であって、ドライバーの道路交通法違反が消える訳では無い。

ましてや山から丸太を運ぶトラックドライバーは、他業種のドライバーが転職して来て出来る仕事ではない。

一般の人なら、入って行くのも怖いような細い林道に、あの巨大なトラックを乗り入れ、丸太を積み込むと

細い林道で、巨体を方向転換させ、又来た道を出てくるのだ。　路肩が軟弱ならそのまま沢へ滑り

落ちるかも知れない道である。　　トラックドライバーが激減して人材不足に陥るのも無理はない。

　　ではそうやって運び出された丸太は何処へ行っているのか？

森林組合の場合は、システム販売の買い方へ直送　若しくは　県森連渋川工場　バイオ発電所

などである。　今回の市で掛かっているのは、そうした送り先へすべて出荷した後に、どこの規格にも

あてはまらなかった物、注文で2.5ｍに伐ったが、余ってしまった物などを集めた様な市だ。　1つの椪に

合椪出来る物が少なく、1本や2～3本売りの椪が目立つ。　規格がバラバラなのだ。

　では主力に生産された　3.0ｍ　材は何処に行くかと言えば、県森連の渋川工場を始めとする

柱材に特化した大型工場の様である。　前回も書いたが、現在の不安定で落ち着かない世情の中で

マイホームを建てようと踏み切る人は、よほどの事情があるか、又は異常な円安や株価の高騰で

良い目を見た人たちかも知れない。　いずれにしても住宅着工件数が極端に減っている。

そんな中でも、柱しか作れない大型工場は、売れなくなっても、ひたすら柱を生産するしかない。

　多少の生産調整はするだろうが、大幅に減産して休日が増えれば従業員の不安につながり

工場自体が機能不全に陥る。　だから赤字を承知で売れない柱を生産し続けなければならないのだ。

　渋川工場は生産した柱は県産材加工協同組合に買い取ってもらっている。ワンクッションはある物の

当の加工協同組合は窮地に追い込まれ、赤字が膨らみつつある様だ。

　所で加工協同組合の理事長の東泉清壽氏はどんな人物かと言えば、栃木県大田原市を本拠とする

㈱トーセンを経営している。　このトーセンと言う会社は廃業又は倒産した工場を居抜きで買い取り

そこで多数の様様なタイプの製材工場を展開するタコの足を持った様な北関東屈指の製材会社である。

　1つの工場の業績が落ちれば、躊躇無く方向転換をする決断力がある。群馬の県産材加工協同組合

はそのタコの足の先端に過ぎない。　この後の世界情勢によっては、柱材業界は益々窮地に

追い込まれるだろう。　材の生産効率優先で　3.0m　材を伐って、渋川工場へ持ち込むシステムは、今の

国際情勢の中で、いずれ行き詰まるような気がする。　トランプ政権があと2年であっても次の政権でも

混乱は収まらず、世界中で自国ファーストを唱える右派が台頭している世界の方向が変わるまで

今の3.0ｍ一偏倒のシステムが持ち応えるとは到底思えないのだ。



調査日　素材生産協同組合　5月11日

  　こちらの市は県森連の市と比べてその性格の違いがハッキリしてきている。

国有林の出荷が無い分、元となっている出荷者の違いが出ている様だ。

県森連の少ない市に比べて、こちらは出荷量が多い。国有林の請負仕事が無い今は自ら素材生産を

計画して出荷している。　まぁ　その内容については後で述べる事にして、相変わらず多様な広葉樹は

約15㎥　出品され　13㎥　が売れている。落札率は87％である。　針葉樹は　907㎥　が出品され　898　㎥　を

売り上げている。落札率にして98％である。　  両方合わせると　920㎥　が落札されている。

原木市場として運営してゆくには　最低限　必要な取扱量であろう。　

それでも今の原木単価では全然足らぬと思うが、その姿は原木市場としての体を保っている。

　落札率が高いのは、今の季節が大きく関係していると思える。

県森連の報告にも”買い方は木が水を揚げ始めている事を警戒している。”と言う趣旨の報告をしたが

買い方は、どうも梅雨時期から夏を乗り切るためのストックが足りていない様だ。

針葉樹の方の落札者を見てみると、様々な会社が名を連ねており、多分応札枚数も多かったのでは

ないか、という事がうかがわれる。　但し市場の方でも季節的に駆け引きをしている時期では無い事は

十分承知しているので、思い切って落札する構えだったのだろう。　　応札が多かったせいで入札単価

は、僅かでも上向きになっている。　買い方と市場側の都合が同じ方向を向いたので、盛況な市が

形作られた。　という事の様だ。

広葉樹には市場の都合がはっきり表れている。　確かに今回の市には高価な値の付くような物件は

無かったが、やはり虫害の季節の前の材をストックする為か、原木のまま販売する買い方が

6,000円/㎥均一で、ほとんど全ての物件に札を入れたのだろう。　あらかた同じ買い方に6,000円/㎥で落札

している。　普段の市であれば、他の買い方が買っている　6件　の物件のみしか落札にはならなかってろう。

もちろん　6,000円/㎥均一の物件は、自社で加工する目的がある買い方たちにとって、使えるシロモノとは

言い難い物であった。様々な樹種・サイズ・価格帯　を取り揃えて販売する、原木業者であったからこそ

買えたのであろう。　或いは市場の方から買い方に頼んで”総蔵ざらえ”をした可能性もある。

”総蔵ざらえ”で販売した広葉樹の内容は、明細書をご覧頂ければ判る通り、薪を作るには適材である。

　　針葉樹の入荷は盛況で、事務所の前の荷降ろし場は、「この場所にはこれ以上の荷降ろし禁止」

との札が並んでいる。　昨年まで入口通路はもとより、事務所も見えなくなる程の材が降ろされた場所だ。

こうなると先に入荷された材は、奥の方へ入ってしまい、市には掛けるのが遅くなってしまう不都合が

発生していた。　この後国有林が始まればどうなるか判らないが、今は昨年の轍を踏まぬように整理され

ている。　ここで荷降してある丸太に目を向けると、やはり　3.0ｍ　一択の造材が見えている。

県森連の市場と違って、ここでは生産した材を全部持ってくるからなおさら顕著である。

降ろしてある材は、まるで既に椪積が完了しているかの様に、長さが揃い木口もキチンと揃えられている。

製材工場の貯木場に、材を降ろし慣れている様だ。　但し　3.0m　に伐られた材の中には

「どうしてこの太さから3.0mに伐り始めるんだ！」　と言う物も混ざっている。　プロセッサーは、先ず太い元口

から先端に向かって定尺の造材を進める。　この時どうして太さを見て　4.0ｍ　に伐る事が出来ないのか？

用途を考えずに、ただやみくもに、瑕疵部分は2.0ｍ、それ以外は　3.0m　ばかり伐っているという事だろう。

荷降ろし場には、4.0ｍ　の太物も降りている。径級が40ｃｍ　を超えるような物ばかりだ。

これはプロセッサーで扱えないような太さの場合にだけ、4.0m　に伐っていると言う事だろう。

最近どちらの市でも1本で市に掛ける様な太物の物件が多い。

つまり、昔　間伐の必要が叫ばれ始めてから、50年も経った木は、もう大木になっている、というのに

いつまでも”間伐材は細い物”と思い込み、太い物の用途が開発されていない。

万博で見られた丸屋根が示す通り、公共事業で多用される大断面集成材に使う道が有るはずである。

　今後は柱専門工場の次のステージとして、こう言った工場の充実に向かうべきではないか？


